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奥 野 孝 晴
吉 田 栄 夫
矢 内 桂 三










昼 食 一 一 一12:05～13:00-一 一 一顧ー ー ー 一 一 ー 一
皿 マクマード地域の地球科学
座 長 下 鶴 大 輔
(13:00～14:30)
(東 大 ・震 研)
8.西 南極マクマー ド火 山地域火山岩頚の岩石学 の問題点
倉 沢 一(地 質調)
9.エ レバ ス火山群 からの超塩基性岩 ノジュール にっいて
一 南極大陸下 の温度 ・応力条件の推定 一
藤 井 敏 嗣(東 大 ・震研)
唐 戸 俊一郎(東 大 ・海洋研)
(17分)
(17分)









1　 1.　 New　 Eruption　 Parameters　 and　 spectral　 relationships
　　　　　between　 seismic　 and　 infrasonic　 signals　 from　 Erebus
　　　Volcano,　 Antarctica
　　　　　　　　　　　 R.R.Dibble
12.エ レバ ス火 山の地震 活動 と噴火
神 沼 克 伊
渋 谷 和 雄
植 木 貞 人
馬 場 め ぐみ
　　　　　　　　　　　R.R.Dibble
　　　　　　　　　　　　　J.Kienle





(ビ ク トリア大 ・NZ)




休 憩 一 一 一 一14:30～14:50-一 ー ー 一 一 一 一 ー ー
IV　地質学的研究(1)
座 長 浅 見 正 雄(岡 山大 ・教養)
(14:50～16:00)
13.プ リンスオラフ海岸 の　meしabasjteに っいて
鈴 木 盛 久(広 島大 ・理)
14.ラ ングホブデ神諸島の変成岩類
勝 島 尚 美(北 大 ・理)
15.リ ュツォ ・ホルム岩体の変成作用
本 吉 洋 一(北 大 ・理)
松 枝 大 治(秋 田大 ・鉱山)
松 原 聰(科 学博物館)
松 本 径 夫(山 口大 ・理)
16.昭 和基地周辺地域の変成岩類の厚着組成 と地質構造
白 石 和 行(極 地研)
広 井 美 邦(千 葉大 ・理)
V地 質学的研究(H)






17.昭 和基地周辺 の5億 年ペ グマ タイ トの既存変成岩類 に対す る
影響(17分)
広 井 美 邦(千 葉大 ・理)
大 貫 仁(弘 前大 ・理)
18.昭 和基地周辺 に分布す る塩基性変成岩類 の累進変成作用(17分)
広 井 美 邦(千 葉大 ・理)
白 石 和 行(極 地研)
19.昭 和基地周辺産変成岩頚の鉱物年代(17分)
柴 田 賢(地 質調)
矢 内 桂 三(極 地研)
白 石 和 行(〃)
20.プ リンスオラフ海岸一 リュツォ ・ホルム湾地域の変成作用(19分)
吉 田 勝(大 阪市大 ・理)




座 長 鈴 木 盛 久
(9:30～10:40)
(広 島 大 ・理)
21.や まと山脈における後退変成作用
浅 見 正 雄
白 石 和 行
22・ セール ・ロンダーネ山地の変成岩類(予 報)
白 石 和 行
23.や まと山脈蝶 が岳の地形学 図について

















長 尾 年 恭(東 大 ・震研)
神 沼 克 伊(極 地研)
渋 谷 和 雄(〃)
26.Mル ー トを中心 としたみず ほ高原域における航空磁気測量(17分)
渋 谷 和 雄(極 地研)
27.エ ルスワース山脈の古地磁気学的研究(17分)
船 木 實(極 地研)
吉 田 勝(大 阪市大 ・理)
永 田 武(極 地研)
28.海 面高度 よ り重力異常 を求めるためのアルゴ リズム(17分)
松 本 剛(東 大 ・海洋研)
瀬 川 爾 朗(〃)
神 沼 克 伊(極 地研)
29.　 GEOS-3,　 SEASAT-1の海面高度データよ り得 ら
れた世界の海洋の重力異常分布(17分)
瀬 川 爾 朗(東 大 ・海洋研)
松 本 剛(〃)
神 沼 克 伊(極 地研)
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ノリ】野田史え(九 分夫・え賄)イ 躰 湶喜(宕陣 文・霊)
・ .一長 達美(参 考4臆)小 畑芳秀(千業人・勇り
はじめに
鳥居象也(千 葉〕二夫)
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一 反射法地震探査は24チ ャネル,6重 合のマルチチャネル



































































に 東側 で は負,西 側 で は正 てあ る。
ヒー トフ ロ ーは58～65mw/m2で あ り,ご く平均的 な値 を 示
して いる。
尚,東 部 の基 盤 の高 ま りで行 った採泥(ド レ ッジ)で は径
2～3cmの マ ンガ ンノ ジ ュール(品 位 は南太 平洋産 の ものに
比 べ てか な り悪 く生成過 程 の もの と考 え られ る。)が 多量 に
採 集 され たの みで,期 待 され た基盤 は採 集 され なか った。
④ 深海底.
深海 平原 は水 深 が4000～5000m、 であ り,調 査海 域 内で は海
山等 の大地 形 はあま り見 られ ない。
反 射法地 震探 査 に よ ると,基 盤 は コ ンチ ネ ンタル ラ イズに
比 べて激 しい凹凸 を示 して いる。 そ して堆 積層 は平 坦 で変形
や顕 著 な堆 積 構造 はみ られな い。
地磁気 異常 に は,オ ース トラ リア～ 南極 海嶺 の拡 大 に伴 う
と考 え られ る結状 異常 が み られ る。 重 力 フ リーエ ア異常 は,
中 ～東部 海域 で はや や マ イナス,西 部 で はや やプ ラス の値 を
示 して い る。
ヒー トフ ローは東部 で は やや高 く110mw/m2,西 部 で は
64mw/m2と 平 均的 な値 で あ る。
*ま とめ





















第 生表 口1翼 ■ 量
膚半肩査扇蘭 増加5■隼12月198一目912月288
後半富壷廟菌 ■和弱年1月178一 同年2月11日
● 李 後 事 計
■ 葦 日 設 9日 25日 34日
〔敏走調査 〕
展射法埴震貫査 4調 ● 9画 ■ 13調 ■
胸1000b 杓2700一 絢3700口
7ル チ(24)チ.本 方
ソ ノ ブイ に よ る 3■所 16■ 瞬 闇■斎
日旨法壇震■豪
資 力 原 資 工査扇田中連鍵■富
電 気 鰻 査 絢3500一 駒7500一 駒11000一
〔 停■■壷 〕
■■■法堂■定 3貞 6慮 9嵐
潟■塩■■畿口【 τ慮 9己 "貞.
ピス ト ンコ ア 2直 5直 1A
グ,ビ テ ィー コア 2嵐 3直 5直
ス ミ ス 1直 1嵐
海竈 ■轡 機 電 3直 5直 84
(「 レ,ジ)
7
7畑 ・」ト扉(岬 〕酵)・ 兼平慶 鰍 千葉大学)価d・ 毒備 味 堂)
金糧 ∠(:世鶴 随 所)喚 野彦崎(動 力炉 楓 癬 欄 脊馨 即 吉田栄夫・矢肉柱三・白石
和行(国 立激 新党ト行)
i(ま じ(ダ)レこ
南 極5k陸 に賦存す さと考 えろゆて(ハ3鋤 て.そ の鉱 物壱頸 がf`ti,の詰 大戸変に存在 す9可
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    New eruption parameters and spectral relationships between 
    seismic and infrasonic signals from Erebus Volcano, Antarctica 
R.R. Dibble (Victoria University, Wellington)
    Magnitude and energy calculations of the September, 1984 eruptions using seismic, 
infrasonic and gravity recording data have a wide range. For the large initial 
eruptions at 13d05h07m the local magnitude obtained by converting Scott Base WWSS 
readings (37 km from crater) to  "Wood Anderson amplitudes" was ML = 2.0. Some 
eruptions were felt at McMurdo Base. If the eruption earthquake was felt, the 
magnitude would be at least 3, but probably the air wave was felt. 
    The largest magnitude  from Rayleigh waves reported by UCLA from the recording 
gravity meter at South Pole Station (1390 km from Erebus) was  Ms = 2.5 for the 
eruption at 13d15h47m. This assumes optimum damping of the gravity  meter, and 
equal vertical and horizontal motion in the Rayleigh wave. 
    For infrasonic signals, the largest eruptions overloaded the University of 
Alaska recorder at Windless Bight  (24 km from  crater), but the air wave energy of 
medium eruptions which were just clipped was 2 x  107 J. The eruption of 17d10h11m 
was clipped for over 1 minute, and had air wave energy between 3 x 108 and 5 x  109 J. 
    The histogram of time intervals between the 110 eruptions during the 7 days of 
high initial activity had a peak at 30 - 40 minute interval. The distribution is 
asymmetrical, with mean 87 minutes and S.D. 72 minutes. 
     It is hoped to present photographs of the activity. Observers on over-flights 
report that the summit cone is mantled with ash, and the observatory  but cannot be 
seen.
    Spectrograms of seismic and infrasonic signals typical of normal activity in 
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1)　 Metabasiヒe
　 　 　 Amphibolite
　 　 　 Hb・Bi† °P・ ・Cpx+Ga・+Pl±Q・
　 　 　 　 　 Hb　 +　Bi　 +　Opx　 +　Gar　 +　Pl　 +　Qz
　 　　 　 　 Hb　 +　Bi　 +　Opx　 +　Cpx　 +　Pl　 +　Qz
　 　 　 　 　 Hb　 +　Bi　 +　Oox　 +　Pl　 +　Qz
　 　 　 　 　 Hb　 +　Bi　 +　Cpx　 ±　Opx　 +　Pl
　 　 　 Basic　 pyroxene　 gneiss
Opx　 +　cpx　 +　Bi　 ±　Hb　 +　Pl　 +1くf+　 Qz
　 　 　 Garnet-pyroxene　rock
Gar　 +　Cpx　 +　Opx　 +　Hb　 +　Pl　 +　Kf　 +Ωz
2)　 Pyroxene　 grleiss
　 　 　 　 　 Opx　 ±　Cpx　 +　Gar　 ±　Hb　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
　 　 　 　 Opx　 +　Cpx　 +　Bi　 +　Pl　 ±　Kf　 +　Qz
　 　　 　 　 Opx　 +　Bi　 ±　Gar　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
　 　 　 　 　 Opx　 +　Bi　 +　Hb　 +　Pl　 ±　Kf　 +　Qz
3)　 Garneヒ ーbioヒite　 gneiss
　 　　 　 　 Gar　 +　Bi　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
4}　 Garnet　 grユeiss
　 　 　 　 　 Gar　 +　Bi　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
　 　 　 　 　 Gar　 +　Hb　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
5}　 Leucocratic　 biot二ite　 gneiss
Bi　 ±　Hb　 ±　Gar　 +　Pl　 +1くf+Qz
舳 ・h。 ゾいbkいti・ 一
中:・ 舳 ア〉微 ρ・¢
伽;争 「殴t
k+・P・ 鳳 弁1却 ヒ
あヒ トさ ヤぐセぐ






































































































　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 LH・Langh・vd・,　 SV・Sk・ ・v・・e・,　 SK・Sk・11en'　 SH・Sk・!1evikh・1・en'
RK・Rundvkg・k・llane,　RII・R・ ・d・昌9・hett・'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 EI:Einstodingen.
　　 　　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 ★Perkins　 &　Newton　 (1981),　 ★★Har!ey　 &　Green　 (1982)'
　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　★★★Newton　 &　Haselton　 (1981).
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い プ 標 題 の ユ 舳 ・つ ・璋 比 較 検 討 ・し †・・
1.庶 弟 粗 放
、)れ ま で に得 られTマ 約/60ヶ の 命名 イし学
分杣 直 乙 岩 質 ご とに い い が の 図 に フ祀
・ ト し 砕 る ヒ、1耽 域 闇 て・締:際 τ∴r這
嘆、」ξ忌め られ ず・,笑 に 苓 才量の砕 、屑完 や 火威 塔
め組 成 乏 反映 しzuろ(身 －lsu)。7・ リン ス
オ ラ フ海 岸t也 域 の 角 閃 石 片 麻 岩 と リLツ ォ ・
ホiレ ム;奮 地 域 の 輝 ノb片 麻 岩 は萎頁似Lた1じ 学組
競 示 し,両 者 殖 広物 組 成 ハ違 い ・磧 ・プτ・変
成 作 用め温 度)王 力条 件 の 差 五 反日英 し てい ろ。
堰L基 性 ～ 超 堰L〕峯性 お1す,両 地 域 を通 じ?組 成
のPtp・X{〈,特 新 化 酌 量飢 も つtの カ、・
乃 い ・ これ らの起 源 と しマ,層1双 成岩 体ty
の マ ま2-Nま1了 おネ9(伊)え 一・g・・一キ ュ ー ム、ユレ づ ト)
を考 え る 二 と が で 寄 る(第 二 図)、 、
乙.地 質織 笠
フ・リン ス1う フ海 岸t也 域Z叶 」二回 の 変」形
作IR枇 確 か め られ －Zい ろ(白 石 らノ 乃 『3)・
七俳 τ～ ブ・・c'沁 ほF・?9曲 、まkyan　 il　e　-　s'　itl　i-
man化teタ67・ の 累進 を 威'作 用 のec㌧ ワ時 の 変
形 髄 昭 示 ・,cl・ ・い ・ρ眺 の 戸・ 摺 蜘 温
度 下降 餌th変 形 τ1あ る ヒ.考え ら れ ろ。 これ ら
の 動 簸 形 伯 荊 の簾 か まリ ゴ ソ,・ ホ1レ ム湾
焼 成 で認 あ られ7、,ろ 重複 愛{初 下用 と調 和 的
Z・あ6.戸1、1入 局 め に は 面 へ 向 か う フエ1し
ワ・ンツ 乏持 ち 主{享 信 愛 成 作 岡崎 め 逆 手わ方 向ノ
乏 元、し τ し、そ)ρ
L－人ltの よ う に フcソ ン ヌ、 ・オ う フ ⊃毎 芹 じ邑城
tリ ゴ ソ 、.オ 、し 屋 弩 地 域 い 」亥 通1一 丁こ原 名
組 晟 を し ち,同 様 の 変 形 ∫乍 用 乏fe・tr　zい る ・
愛 蔵'作 用 に つ い て ぼ こ れ1?vに 発 表 し マ{仁
画)τ ・あ る ・ そ こ て・,フ ・リ ン ス ・ オ う つ 海 岸
(Eff'i'角器Lく 而)」o、 ら リ.、一・ソA・rt.1し 内 奮沿 岸
(Pt・ ソ ン 又 一 ラ ン 乏 含 む)地 域 ま τ、 と ⊃ のi
と ま ・r・te9体 酵 禍 二 と か マ ち ・1璋
VL・ ソ ・ ・ ホ ・し瑞 体(L幅 ・一 熾 岬 ・・)
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(b)つ ノ゜ンヌ 才うフ.,与主≠
寡 一 回 晦:}i,1.G1:1'る 原 お の 脩 定 騙 齪 ハ
(/バ3ノ




昭 ・和 基 地 固 辺 り ξ徒 、与 ぺ7・ マ タイ トの既 存変 歳書 類 に対 す3」鳥 脅
輝 石)デ庶 岩 ピ角 閃 石}≠麻 岩 の関 係
大 井美和(チ 葉 六 ・覆)・ 大二貧 づこ(アA前 文 ・遡)
kえへ似({?69(こ よ フて口恥e、,二 号 人た よ 如 古 い'2bノ いδ っマ否定 旬 ～7・・る。
こ,下 氏 軸 か ク・・し鳥 ・秘 寸 輝 石うP、 脚 注 続,ぺ 宿 タバ ヵ噴 入t3
と、{の 閤b下 輝 石 芹麻 素 献"角 閃石)齢 片麻岩 、角 閃 弔片輪 、あ・よu'・"角 閃 石弁麻
… こ購 斌 うU・ 嶋 ・W争 ・、.こ 如 詞 寄 の素 敵 嵩 鉱 枇 そ 嫌 紬r・.そ ・
9、・tZ、ぺ7・ マ9・rト つ既 存 亥続`こ 字「す 〉$・ 果 、
勧 饗 列>7・ あ ツ、最 、・の細1純,・.最 汝、(o素'i;4v,1,4atiよ 、雄 刷 ÷念 去 ヒ ㌔ 再 構
{4"rue9((9Y3)は 泥質 井輪 中 うρム9ぶo慮 駁うへ た``即 ハ石 井締,)to閥'二 は聾青
物 ε液 汁't、 ぺ7順 タイ トっ余 筋蒔(論 ξ1億、 な差f‡な く、二七嬢摸 なメタv"マ ティフぐ4tCt
左L前)YラAレ ネ・前a宝 塚6哀 蛮 献命 国崎{き 勺 ネ1蓼マ・轟 る(斗 ・(養).
/・麟 前 ゆt'・?・,よ 、庁鯨 類 礎 下 下め位(ユ)い ・し 鋤 イ渥 繭 槌 ・よ殼 嚇 麺 ・
劃 鹸)欲 す 妻 崎 こ璋 。恥 酎 ・{7希 励 舳1瑳 ゐべ綿 崎1・ ・れ ・… ク
な角関 電Y里 童 あ97:1・ 含7亨場)。＼、3、
kこ9・z"K1壕 ム ⊂t964)は 、へこグつヌィ ト(3)揮 石 片豪宕 ヒ肴 戯 偽匂角 蘭石井齢 ヒ(1)
の鹸 ・発釦 パ`鯛 誹 齢"梓 ・8祠 ・武 緑 賭 鹸 口 恥 ・あ 引 刺
剛.こ 躊,よ 、カ・しシ・ク媚 閃 石つ参す 、六f羨め1こ公平す ≧角Pξ)弔続 吾 毛揮 石片
慧羅論纂蕊無難署欝:1警1証1曇鮮:撰
{7～ めづ で・あ3う.ヒk)rbt"ミ のSは ト{αISu・
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広」美和(4葉k・ 麹)・ 白石伽行c瞳 辺研)
略帝某地咽 注'・バ卒す さ如鞠 は、 破 イd鹿 山却 而・5く言う蜻.
へ
御 賠 椰 ・・げ ヲΣLう イ畑 ・こ 机 ㌧ 角 角閃勧 化部 蛛',よ、粒 渡属17い
る.こ 栖 凍北ラ南画碍 戯 胸 囲 であ3バ 、囁 心 ・碗 い も肉汁1・棚 心・,こ斌
試 識 轍 驕 鵜 鷲鵠 聯 よ圏)・
680S
Ca　 eOmega ー



















































































1 __-L..一.」 一.__」_一 －t
1.2 1.4
第 よ 図 、
η・しレ汐 な角閃













陶 観 恥 破端 喉癖 ぶ つ、 套蠕 二漂 誓㍑竺 ㌘ 鵯.∫。、
ZkS,1τ に里 聖4}に!…z9>fia昇代{亙 ム:　Mq今 他A;そ 号う ムt1.1司 －a岩 石 で け 南由 み
報 告t`tNZお ソ,そ れ うφ しきLん ピ は 隼at～ 　 へ1・くbぐ 臭亀6」 フウ こち い.
S30　 Ma　 d嫡(繍1 ,袴 しこ ㌻ooトla前 後 に
し・亨 じ'3し い 集 中 が み1れ3 .今{那 爾 産 地
及uご ・セ3E山1&ち 主 義%ふ1楓 し二∩ い2,
Rb-Srア イソワ0ン ・7Zt:δ る金 物 与ぼ 三測 定
心ヒ・ 番εdJ較 の伝 助3個 のな 試i乞 δ、ラの鉱
物cこ っ ・・　z　 K-Arジ 友cよ ソ与1弍L辛 め τ二・
Rb-Sr鍛 もア イ ソ)Dン 図 乞うヤ1南,次Z函
t:,　 KeAい 旨{く経 界 ε脅1そLい ネ ¢rこ.
昭 和基 地 茂 ムた 南 潅 略}÷Mi7.〈,90Eot2り
のカ リ奇k－ 分十阜k－ な 老 の3集 は殼 美 へ範
即 知τ趣 紅 ド 酬 、 肋 ア イ ・ノ ク・ ・梱
ta　 ←82・St9・SMaし 累失 ・♂ユe)、Pξ/㌦ ネ乃
91　,Pt∂　o.7`og5t　 〃.ooo　ttトz・kiK　3,　geaと 上
略d斜 憐 ゐ 里輌 傭 え(A9・9)蠣
イ蓼7碍 一 カ リ 長ーk－ 級 ゐ 一 合 老 い よ3アAソ
70ン 与{べ ぼ493.3± 午∫/イa,?,∂ 毎足 メ3
・・7/Sg2・ ・・…g・'胴 ・ 鱗 力yaz¢
測 阜 ほ ア4ソ ク0ン 同 工 工合 亮4ヨ1手 ・充側
(27Rb/pg.Ct4よ1)x・一号)・ ・躬 ゐご,A
坤 い 一 己 ・♂儲 確/咋 編.酒 沁
は,カ リモ るa創 卓 か1え イ)1{正 しイ艮定 こし手
代 曵平 め1力 感 ゴ σ,　 fqit義 孫呉早 パ 得 ～本
)2し7P、 ぎ'メ な い こtε 礼)袴 っzい 多.
こi>e・ラ"ア/ツ ク0ン 算 氏 鳳 粍70t楕 φ(ア
3銘 撤)ヵc,瓦 代{釦:よ)'1・ ヰx　 ・tv　}崎(N't:s"
{司繕 く本q匂 こLLiL7"bLheL・ 均 糟kさ れ 医 こY
セネ ㍉ こ ね ス貴そむak　 6slq　Q　a　e4}Sqε 年7
も 角τ あ3う.









































ソユソ ソ オ ホ,レ ム 塊 一 フ・リ ンノζノ才 ラ フ 海・メト地 上較の構 造し・変 成 史(討 論)
吉 田 月雰(太 液 予太 ・理)
Ysジ ッ;オ ホ ル ム 画 一フ'ヅ ソス.オ ヲ フ海 岸
地 均ζのtSSE・ 麦 庖 史Kつ 、、て 、誠 ゑヰ5
(HLr。i　 。t　zet.,ノ983D・ 〈・s・;3sい983)
が 蘇.の 理 研 峰 競 見鰍 蝕 しP-・,a'
に この 地 取 η繕 βし・9E.at;E_r－ 利 す5両 名 り
見 舞 蘇 レ 良.
Yo～幅よOC　いqワ9a,b)の 研 究 当 時 ‡)・h>1ヨ
圭7・ ヘ プ ジ ソズ 才 ラ フ溢 斉 地 堤(poc)
の地 償k肉{293く つ鼻 先 や地 質}辺 や 六 出1
れ7お .り、　Yo～}L'LaCtしlq7R　 a'　b)の 　 poc－
リコー ッ ソ オ オ:ノレム 違7(LH6)両 地、域 の構 造二
充 腹 吏 っ1社 民、は 再」按 分 文 脈 ね ば な3tsい で あ
3う ・ しか レ ー方 法 躬 で 飾 弓 尻 鍬
也)ZJ匂 の 夏が な い わ1ナ で は/エv、 ・ 止 手 に ・両
加 岬 つ}輌 鰭 袖3z山 麟 のas3
.て んtの ヘミ、議 埠 の あ1て ∠V　kつ い1し ↓4解 決
のjfi角 電探 っ1み 寂　Vi　。
IMgure　 L
D　 LH　 β のMs-,D4ヒ 司 縁 っ 辛5千ji・
pocで も 誌 か れ 創 り ・稲 の2eし ・峰
ノ会6Yで あ)　、　 It;)lfiなv、'
li)　 L月sの 晦/s　 P画srexrtiteの す 入 ヒ
煽 権tvvgわ れ てv・3:tか シ 、　 pocのL試 α
Meta・"。rphi～ 夙 山 け じtiれ3・:れも 両 名 っ
跨 じu)i－ 考え し1ゴ う ソ 、1勾 趨fs　 vへ.
Y,1>L蜴 のD, ,D。.D,セPOCの 継
の 嫁 比1土 搬 埠 の あ1ヒ ニ37"あs・e　 Y・ ～kida-
(国78,iA79b)};POC殉 マ・kEづw～
kW-SE　 方 向 のeごose　 ヤ 七i5ht耀 曲 か.後 一
頻 のiV　i・　E-　 ssw～ 幻E-～ 砺 角 のs… 　tte
禰th1.・/7sth7い3・tV示 し　fto　 い て 、も
剰 舳 綱 島の軸面dフ て しt;・　LtダPi・K
GrPtnLteが 舷 ノ$zこs(.か ジ これがLHS
のP,・ 継 力 であ3ク と しV・。彼Uヘ ワ4b)
・弓 ・しa　～tyte舛 か ・ノ嫡 地 域 い畔 珪
鮫綱 ・稗 ・ 輸 碗 織 して吋 腸 抜
Former　 correlationsoftectonic-metamorphic






Yoεhida　 et　 al.,　 1983
工、utzow-Holm　 Bay
Hiroi　 et　 a1.,1993乱'b















Main　 fold　 (NE-SW,　 NW・

















k・,・パ 胴)時 は ギ 鮮P・1㌫ ・ フ 芝噛 蜘 舛 磋 糠r"て ・'・・騙
平 飼 つ 〃 ↓v-5三'杜 のcLvse-.～」cLこ,1Cl(一(re(.".・rt吃 ψt吃 れ リ ア ー タ は 両7,芝 れ を れ の}iL}YIE碓
bert七)禰 趨 〔チ')v後 嗣 の 〃 β一5↓ゾtkつ ・ReA
-eC・ ・確 螢(チ・)メ 協 左 し あ ノSL1-16の
P,,<二 歩!寸一比ンさ「れ31ヒ しf三。P{`roこ 　etaノ ぞ.(1守
93り もた祷 司、糠 の 恵 見7・・あ3.
講 頃 鳴 、β 珀 石 動 辮 舛 暖kつ ・・
て 、P・c、 碑 地か 桝 ア ータ の 鎌 継
加 之 マ識 請 し.r幻 題 つ 解 沢t)lb)ソk、'・"
立/蛇 管3も つz-)ナ/↓ 〈、 にわか}っ/i多多為hr
つ受 純 沁 の －z－族 敵 い 栴 駒 レbl‡一
フの 重要rsデ ー タ吃捉 亥'13で あ3>。 手 負
、祷 む 変 成九 つ1戸 掲 ・綱 目宴 κ・却
砒 両 脇 バ 甥 ・しも繊 π ア 一 夕磁
、ハ重三沃 ち有 してい3ル)i・rz"'47客 いの
請願 ・ノizkSの τん 躍 起 て曜i紅 整
理 い り 勧 シい 競 い 蹄 ド砺 職
のt・ ・,.Mz、/り,ヒ ρOc疲 郁 子・a・・tt勧 私 ・・
レし枯 噺 ・埣 のあaヒ ・3で あ3・Y・ 州 民
u474。.b)は 、i・1,鯛(Ye、.、4嚇ψ.姻 丈 毎
日83で はM与 ヒ再 定 義 セれ セ)パPtnk
3・酬 ・曝 撫'楴 允 ピ 　 P・c・tx　 (
・、殉 砿 斌 細 評 も鯛 左 」勾名 吟 量rc
・tb　ecs　 ZtかS－ 破 砕 ・・flE・.91・・5,,・16X－
面 つ}り 乙 し7/tVCしe.。
Hw。 しetω2.uq83ec,レ)　 li　POeの キ ー
簡 で1き珪 飾 邨Pm・ 雪価t領 わ
Hlr。l　 et　 。、しCA83め,　 Attavrct;c　 1!・・tム
5じ こeAce　 、　」z-3S
⊂門83b),柾 研 更上 包 ♀特多1
号 ユ8.〃r-/3/
白 石s (日83),?-19!bi-xua'多 シ ン,t・)"
弘 講 演 皐 岩 泉7ラ ー8。
鋼 。熱 イ嘲 け 。 乙鰭.抽7・ つ 弐Y・ ・h・dat　u角79),大 節 蜘,鉄 鎖 髪切
わ 主麦 赫 ・靹 励r・ 向 ・摘 」蹟 牢 あG・'一 ・・'Z
,蹟 多 い 恒 ・ヒマぷ レ、・〈。shvi。し山13(門 司吐 蹴 紅 地 歩鮫 多淫 ・・、L
ワブ 叫 の のZtetl・T　 zし,　 POc娃乙 張9'7'1`"°
綱)μ 月6りM.-M、 に継 ア τ彦 乙復,(問b),鱈 笑 丈鍵 鯛 毛14・
叉 ヒ 後5は 、 吃 ・彦 る 方v.　 LLマ ば ・L昭 の μ ・28-4°
-M,は 単 一 り £ 叙 劔 唱 え ～UtS・ 主3友Y・ ・k山aS　 dr.uasう).4舳・も しEa-rtA
し セ 。
'イo～k沽(N　 e七a.tP.　 U今83)は 、 淀 末M3/1戻 量,q
vさ れ て ・、 旋 麦 破 イ1〈用v、H3の 主 麦.歳 イ下用
・ 燗 で・、Pl・K6・ …ute・ ・相 肩 牌 破 緋
羽 ヒ 日M4Yしv-。 微 シばM3セpo⊂ の
}免 ・N6tvay1れ じ 日 ・・1.
曇 頃yり 変 成)(のbL支ZY婦 じuは 、 福 歯 ノ棒
遣z麦 暖fト 用 の 随 イf内 孫 に 主tし7よ っ τ い
3。 ム 中 の 麦 鱒L酵 起 て 〉・　?t　Lu})tXcし
Sei　 e'a　ce　 ,　 4タ ー47
25
2S
歳 星正雄(岡 ム 大 ・徴 養)・ 白 石知 行(枠 地研)
teatム 鰍 ・ グ ラ 行 う バ 湘 変 荻 劣類t図 化 示 す.-1・thAN・}9!iフ'・の,黒 雲
。一翻q徽 退 褒郷 酬 ・影fl?"gNe,g.め5K3.-El-LA?N－蹴 ・縁PWkgt　 e{g3.　 A・ ・
べ 表 的rJt"料 ・2{毛t,　K二 の影 響 ト つ い て名 石5ワlt通 じて,〃 ハt乙 久の麹 が 博iQ'rlソ ー嫌 で'
琢 的 に検 封1斥.ち3ηK9{,FeヒM3の 石 衣 は 相浦 的 な疲 イピ
泥 質 殆k$・NO'3例 ヒtて 注 目 さK3の,・S,`E.示 し,縁 辺 舞 、崎 ドAイ 剰 で 傷 い ㌦1の 雑
ぜ く3ス ラー黒 雲 母 片癖 毛(Y80A〃9)・ 中 のざ'<果,　 XFe　 、寸耗 晶 内彩アで1?有 、rgソ ー1藁 で あBカ ぐ,
3et,黒 蜜舟 の勧 ㍍ よが'化 琢組 裁 切 塘 微AイIPtで 縁 」。句 。 て 鋤 く 高 く 勧.二 の例
で あ3.二 の 劣k,d,ぜ く3k・ 黒 ・蚕1N・ カ の杷 に6,ぜ く3石 の園 緻 静 ・内91・1?vnwhず,
り長E・ 斜 長 石 ・石 英 ・今 夕〉鉄 鉱 ・」E,墨ヵ・ タイ プcの 黒 雲丹 ヒ梼 す3節 分 で 同様 のXFz
l63.ぎ く3k　 ,7　hiXの 差 酎1・ 斑aXff.v　 の急激 蹄 大 が おult　 3.　 ど く3乃 ・ 二の よ
ヒ 日 勤3が,い ゴ い 嶽 ・圃 辮 アヤ 内脅)罐 分1守.醐 ・1・賦"i'ソ 低 嚇 件 、・1'ウ
訪 続 ・黒 雲 冊(と き1・ 黒 雲 母 ・斜 長E)K
よ ソ融 食 さ 軌 条 番 うな形 宅 尽 す.黒'雲 母it　 3
っ の タィ フ の゜ 差 のカご〔1'fデ'ビ{き8,す 毎 の ち,
の蔓質 主構 紺3Z・ 赫 縫 。撤 緑 吉島 で,
3黒 蜜 母 ・・間 の毎M8樋 噸 孫E　it'・し 明
;k・1(後 追 蚕荻作 用 の影 響 老友昧11・ 、3.
イ 醐 ・よ州 携 魂 細,鞭 のよ ソ
品質 の黒 雲複視ヒブラニ エ うイ ト相 案件 下 で矢
㌍ 定 輌 副1は 憾 難 アt・　h　elXMIisg　e　}　z.為 は ・味 ぜ く3　 ka　 AE　n〈'　t・　i1Lu　tkえ 知
1、,3{の,b)ぐ 「く3ス ラ91く 木1イ キ ソ テ ィ ・ソ3.菊 名 の 場 ノ合i}司 一 の ぎ'く3フ 彦1ナ の6ヵ 、　iselr
ク'く 包 有 さes　 'i(丸 味 毛 帯 伏 衣 形 の水 系書協 で,の 擁 触 脅1く おrrδkpaa"B;(elo3-9,6クノfO3,
久 ・ 同 様 のz軸 紅 わt・,の 教3石 ・k%っ 場e,　 )a　VS-s}sく ・ 乃 わ 景t吻 鱗 分
－eアE置 さ才貢{L7そ よ ラ1(彦 づ3愚 劣}う→犬 やfe規 ヒ 基 質 の,望 、雲 丹 ヒ のkp(3・02)か」,ＴAovaPSOh
則 醐 知 耗 晶 で,z・v炎 黄 褐 色 づ 醐 緑 色 の(〃7の'・ 従)t,秘 で 畝4仰 一96・ °cs・
tの1"あs.　 hs;x-tSt引 才,矯 め うs,a・7よ樽6・'乙 の 平 衡 温 度 材 易 ぶ4ark・}賊 、寸
XFeとTlら 舗 量 ゐ味1・ 高 く(秘 ぞ・へ ・,←7・ の κ 域 綱 輝 駅 路'5得 ζdKr,73・-77・
-0、S'ro,3,60一 弘 ∠♂wt%),bはX戸ぞ ほ 低 ・・eeヒ よ く 調 和 す3.奇 た,タ ィ フ゜bΦ 黒 雲 舟
(久jo-〃 、3(¥ノ 声・ご,丁"oユ1才 高 く(4、 ノ9く一6.63(同 じ ざ く3フ 忌 寸'の3イ 固)と くゴ く3フ 乏 φ{dへ
"t%),乙 ぱ 西 方 ヒ 老 低"(o、 ユ4-o,3tr,〃 タ ζK直 梼 弓 さ 野 分 と っ 間 のKp(ケ ・99-7ユ9)
-　ILS,ユvt%).ざ'く3eめ 組 な 断 面 図 の 一例las・ ・-SSrグ 乙z423.;の 多 とN・;1,ざ'〈
ラ石 申 仁 官 有 さen歪 黒 雲 母6後 退 妻衣 イ乍用の
影 響 芝愛 、ケマ ・・3が ㌔ 直梼{て ・・3ざ'く3石
ヒ のFz－ μδ交換 反 応・バ タイ つ゜Co黒 雲 廿 の±易
Asl言 げ イ久し墨客で・進 行{マ い 方 い 二Lt諸 系 ～
て ・・3.
地1(,石 灰 擁 酸 塩 片庶 弟 ヤ の権 追 使荻 起 源
ヒ考え5れ3ぎ'く3石 の伊1乞rcKl　 l,　 ;の 地
域 の猿 返 麦 突 イ乍用 の 地 質 濠 菟 義 に っ ・・1報 髪
す8.




第 二・∵人 川 波 だr或 観 月1いな 裂.・＼ に 公 〃1」し こ,一 ト ゾ 令 達 「Pとtll　 :　 ・r　 i、 て れ ⇔t}ノ れ う の
七乙－iし ・ ロ ン タ・一,ネ ム 式ヱの 地 質 の 二予 察 言周・査 至 重 冒 ぱ 南 に 行 く ぼ と・顕 著1てrxっ て い く よ うi:
お;ts・ 「・・ 言彫 勧 蜘 ∫ 日 計 ・,ムre・PR　 思 わ れ,島 肋 融 輕tl　 t　r・　52れft£ レ 一
部 」じ勧 紅 。ワ前 の露 頭 や モ レ 一 一・Z・an.9.ヒ
試 斧}.採集 をあ・二㌃.「 て(穿 一図)。
諦履 地 域 ほ 主 に泥 質 ～砂 質,中 性 ～逼 塞
性 の高 度 変戒 名 と 照緑 岩 ,毛 ン ソ・二名,花.簡
完TJと"0へil采 歳,岩 て"本番万S1Σをしマ い ろ,、・モ レー ソ
の篠 か こ)ほ 、 二 の ほ か に 石 灰 質 岩 で 蘭 長塩 研
見zaて れ た 。岩 脈 と し て へ・ワ・マ9イ トで 弱 変
成 を受 ・丁た 塩 基 性 宅 ヵ、・あ う.変 成 塩 類 の 一般
走 向 は 東 面 で,南 側 に纐 纈 ろ 二 と力吻 ・㌧
愛1戎1名 の鉱 物組 合 ℃ に ・1]欠ノ1も ♂、カy遜 る。
垂一管 ～総 噸 お
・ス じ。ネ、tし一望 看,石 一斜 方 輝 石 一 黒雲母 一
婦 長石
・ 重 肴石 一珪線 石 一 ず クD石 一
黒 愛分 一 η リ」艮石 一合計長.石 一石 英
・斜 方輝 .石一ザ7n.石 一 黒 聖 母 一カ リ長.石
一斜 長石 一石 英
・ザ7口 .石 一珪 線 石 一 票萱!一母一一刀 リ長.石 一
斜 長 石 一石 英
中 性 ～塩 基 ・ド玉名
.ザ'71つ ノ6一 ホ1し ン フ・レ ン ド 一実1雲 母 一介斗
長ゐ 一石 英
・、†qし ンフ・ル ン ド 一望 聖 母 一力 り 長石 一斜
長石 一石 集
斜 方 輝 石 を 含 む 組 合 で ・」,　 IU　a)　Ve,ythαa3e八
か ら の み 塵 ね し 「・パ 主 ム 鬼 の 毛 レ ー ン の 守
か らe薪 〕に 揉 集 て れ た 。 ニ ノ、ムtc　 z、ほ,変 成
イFfR9フ いラ ニ.よ ラ イ ト」(EI　K達 し 「:ニ ヒ{Tf副 道二
し・な い 。
し ρ・し,セ ¶ い ロ ン ヲ 一 木 ム 地 の 変 成
岩 フ)大 そ 行 徳寸攻 ば ノ 二 二ア 自t∋ア」愛f貰'と カ タ7ラ
シ ス ρ砿 、・範 囲 に み ら れ る 二 と て・あ 友 鏡 下
で 観 察 て れ る鉱 物 の 変 質 ほ,自 愛 母 湾 発 達 ノ
ン磯[ミ ほ ノ ろ 妄 以、外 の 一 次 鉱 物 め痕 跡 乏ほ と
に ビ5舳rエ し靖 ど1護 質 しT。 ものe　 gg　L)。
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やまと山脈 蝶 蝿 の鵬 瓢 にっいて
老臣ヨ 修 二(者P立 大)
1983年 度 に刊行5qkた 「う ンプ ホ プ デ挺 形ig92)に よ つて黄 色 一反 色糸 の色Z∫示 した・
学 園 」(i:29,000)に つつ・し}て、 ヤ ま と山脈 挺形 に影響 ε あた之7ubと み5sψt3比 衝梅
畑 畜 図 幅 の世 影 堂図(い ・9,。。。)醐 が 造が ぼヒえ 幽 し吻 ご,世 賃機 ・礒 示 しな
2醜 競 合 擁 嫡 炎融1司 罐 ケ・い つ・/zb・ 。た.モ し 一 ンな どの被覆 物 動 オ糠 にっ
よ 。Z1烈 し靹 で、¥antigE?kt33.　・'ziEF,柵 の細 齢 か3輪 織 才e握で
挺 モ形学 〔2〕作取 り匡)的や」乞モ曳方5乞fよ,ラ ンつt'き5ほ ず'なので 表現 しな わ＼っ た ・
ホプ 苧図 幅 ヒ基本的 に啄 希なC・で み3.Lか4.挺 形 形態 的零 墨 ヒ坦形計 測的馨 秦:幽
し,fO7ヒ 山脈 τ1醜 姻 髄 が+分 紅 なわ　 Iilは斜 面 鳴 郁 季τ恥 ヒし1う基本的tsB2
れた ヒは いい難 いので,本 図 幅 は現 段階 で り 云 にの っ ヒ リ,長y　 loo晰 以上`b斜 面 モ雄 性
一応 赫 ヒめ ヒいう柱 勘 暖 い.い ・ゆ・お 線(犀 根線 ・谷・細し・傾斜 変換 線 なビ)に よ・
ヒ、奉世 ・形学図 はノ 抵彫 学的研 交り 最 終F)ベ マ区分 し,そ 畝 そ""の 単 位斜 面 に つ 川7の 斜
粟 ヒ いうよ ソモ,蜘 隊 ・箆 鷺 学'∫k繍 学 ・ 面形(凸 型 ・凹 型 な ビ9〔三分)ヒ 傾斜 区分 芒
工学 な ビつ鵠分 留 の今 後9研 究 のた 刷 二値馨t妾 示 した・ これ ら は半透 明う 一 ト上 に才一
な苺都 勺な挺刷 轍 も樹 顧 よ うtl5tg　 ltt-"し イ ヒ しzf醐 ざ嶋 ニ ヒ1こな ・'Z.b},
下 萌5.っil1ツ 、」地形 学図 に モ ソこま↓へた内 が.主 要 な毛`')tEE主比 図 巨毛描 か久3・ 部 分
tAIIx
,献 ま τも 現 時 点.での 繍 わWtote　 モ図2に 示 した.BOi・ 傾",4・srrpt{コ(・-3° ・
テf多学 的理 驚 度モ 示 すモっt2と ビ 手3.3司 ∫㌻i写 一4場40°LX.k.う 階 級)毛 挺形国
方落:1:20,006黒1自 ヒ1;rc)066カ ラー り の等葛練1ユ よってilF.XS?しノ紘!1＼して 本図 の横
重直空 中寧 真 モ慶体 復 しZ得 た楕 観 た,邊 塒 に そ乞た.
調動 線(細 ・舗 縣 礪 原麟th　 ら.成齢 類ヒ飾 撚 綱 域>k食 饅'
椥 こよ3)調 わ せて1纈 ほ.圏 谷壁 の上端 モ し一ン.ア イス コ7ド モ し
奉図 り豊麗 方法 の寡本E圃1に 示 した ②兇 一 シ,ロ ッシ ェ ム トネ,崖'錐 な ビのよ う7a可
こdaに し仁 が,マ 順 に説明 可3.ラ ンり",rプ 能 な ろ・ぎ り眺 形 の成 因的分紅 蓮 刷 リご主
デ図 幅 とり麹 上 の太 き 纐 違 創 よ.t)'its!'挺 図 の上に 若 示 した.し か し、ges捲Ll・ ・a
形 形 態 ・含t那 簿 薫 り 魏 に単解 斗面 と・ウ 岩難 色2示 してt・3た め 減 分麹 橘 祠
考 妨 εヒ リ入 城 こ㍉2)'挺 形 繍 函的 恥 ヒが τき軸 ・ 物 かわ 鵬 ・総 恒 た
分 拠 くわ しく した こヒ.り 聴 τ鎮.添 図 上 に,陸 瑠 全 馳 鎚 研 励 こ関 与 した
1.t&:形 匿〕:ベ ース マ・ソ7bな,　 tCl　l?1年国 土 作用 今分 布E色 わ け して示 した.ド イツ やフ
峡 醜 行 の提 鯛 自 こ29、。・。).舗 線 ラ 以 の踊 姻 に鮒 胡1い3色 碑 じ
lJIO夙 間 隔 で.陸 上 が グ しイ,魯 氷 上 が ブ比 て着色 した.
_で あ3.c.掲 在 ラ挺形形〕献fF用 ヒ嵜の結 集 生 じた.
2.永 女:うk床 ヒアウKい ント>1く河合裏面,微 地形:理 厨F吊 して い3妃 形 形 成 ∫F甲の う
ム(n2　 ?PacVerの 範 囲、 ド リフ ト に よさ雪 氷 ちの顕 落 な もの の分 布 ヒ.構 造上 な ビ列よう
の血.雪 ラkの リッジ、基盤 岩 ま たぼモ し一 ン な微 批 形E.理{辻 論 証 弓能 集 か ∫ゐ か3か
上 り雪 氷9fや 毛 氷 肚 癩 曹 域 ク しバ'ぎ 帰 色 りきe号τ策 した ・
ス,　m。atり 崖 ノラk∫5τの流)蚕坊 向ノ 表 山 ド漆糸苔
L仁 池?　 'ti　7・tu　--　g　f=　ixつ・リー ソリ繰 や 配 この よ うな 織 地 匙 ・儲 給 食池 詳細
流 しt=.世 形学 図 は.励 働7ば ヲ ンワ'木フ'デ画 橘 に
3.岩 質 と坦 質構 造」:基 盤 岩 が{露出 しzい フ プーしcZ2番 目 ごあ3う 。 と くに、批 柱篇泉モ
るき吟 の岩 質 た,鉦 質 図CYan(xこ 　CtaJZり もsい た斜 面 分類 図 ヒ組Aあ わせ た挺f形」方図
28
1潮 モ頼 し、.L・t>・し、要 衝 な タタ様 な信 拠 直 土択 り彼 程椥 汐 一 ンの姻 な ビ、 ま 妹
剴 こん鮭 め,図 が櫨 駐 のにな った.角 獣 の閤題 が伽 が 、燭 髪図 ∫滅 に齢 。
より理 解 しや す い キのに す きプミ切に 表邊7「落2啄,大 自動こ線 引 き もせ こ3を 得 な が)た.
のτ娘 碑 あ切 れば 郁 な い.磯 馴 閾 趣 妙 な(加 ヒし法 勃 ・し 龍
王曵」辻調 査 が不十Ah・なたダ)、モ し一 ン とア イ ベ(♀ く,や 昔 ヒ山脈.全日ミリ世 田字画 モ完1ボ
ス ⊃ア ドモ い ン ヒの境 界 線.モL-一 一・.iE&i原させ ふべ きてあ3う.
のデ プ リヒ周氷15τ起源 のデ プ リ ヒの 〔三別,構
Lase・5　 6臼h干 ・rw・at・'・n}ハ 梶ee。 一








醸 醗 ミ豊 一ノノ
還蕊総_蕊 惑? ???、 、
?
F河 ・2-bkSi.形 形 態 的 犠 ヒ 挺 形 念悌t1的 瓢1動 潮(蟻 ゐ・((7"q(9)L・3P)
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佐 々禾 着 陣(rl　 」tsK)
fAREa2に よって惚集 され1ピ1ユ ツa示 以rり こしか ら,z革 うっ隆起涛成婚積 物
'レムラ糠 新 擁 拠嵌 ・隆起 誠 磁種 物・特 ク 鴫 妥協 遡 醐 一・纈 給与秩 しレた戸 膨
織 紐 誠 嚇 搬 蝋 醐"。 嫌 ・勧'・ 顧 輸 型 ・再・鵠 悌 熟.銘 須 フ・鯉
zTり 瑚 痘{移 繕 物1ニ フ"ぞ 診検 詫Etpえ だ。 り砺Aび 菊 で あ5も η し失 え5填 う。
緒 乗 り概 艦 も千1つ 糺 す.
!,親 宏組 執:隆 起 奉 献鳴 積 物 の〃φ'・ク い
てia　X　'　a・Ci.　s。鱒xべ1,β 良ヂ ま×・e久93・
へ
陶 ・容 ヌヲ 、・3で ・あ ・ て,t7・ ・ePt・一・Pt・e・2碑 履 組
敵 ε 示 す(Fi3,!).ラ えし後 ノ分 合7冨1量t""つ い てtc3'
X=3/k%で ・あ5。
ヌ.重 献 物 組 あ(:重 鉱 物 ・∂角 閃石.浮 石.
ザ クu、 る`・ 房 か.こL}tら り傑 物 だ ケ そぶ8%以
ムevH　 M2・ る。 ・ の傾 イa・a鄭 彌1禰 脚
継 峰 新 編 、う,ggs,B¢,dLr,9・3)と一
級 す る。 角閏み:輝 ゐ:サ プ ワ,履 三 戚 分 地 傷タ.
Z)崎 ・7・ ・V・ij,kz-tigt・q9:・ ・,スt－ レ
ンdi・ntで・t・。1.8・Sq:ク で・あ 國 厳 暑'場 ク ・
て・・ る・ 重 ・勅 琳 物e円 麿 彦'ar…5/47必 泌あλ
3、 」耗献 物雄 哉:斜 毛1る(〃 ¢～¢2.SYe)及""カ
?　」kk(ik　 ・v　tq.　g　ere)　,=　Sみ,磋1逐レ 吻
s).己 れ う の他1つ,%片,石 墨,ス ら反 復 事物
齢k,5・ レ ツ}a・ ㌔ 吻 郷 訪 ・)鰺 融
る。 倉 石 聾 自 蘇 鬼 近 く り躍 種 物程 石 墨b宮 参。
狂,へ ・レ 外 つeth量lex1一 レ ・ ・計 冴
で(339.タ ～S23%`ラ 影話しす る。
Fig.　 ?　・　Ga-Hb-Px　 diagram Fig.　 う　 Qz-F-R.F.　 diagram
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南 極 地 域 で の 地 殻 熱 流 量 の 測 定 は 、 南 極 科
学 委 員 会(SCAR)の 再 三 の 勧 告 に も か か わ ら ず、
陸 上 で は ボ ー リ ン グ 孔 が 得 ら れ に く い た め 、
海 上 で は 氷 海 や 悪 天 候 な ど 測 定 の 困 難 さ の た
め 、 各 国 と も な か な か 実 施 で き な い で い る 。
日 本 隊 と し て も こ の 現 状 を 打 開 す る た め 、19
80年 に 観 測 隊 員 自 身 の 手 に よ っ て 、 初 め て 本
格 的 な 岩 盤 ボ ー リ ン グ が 昭 和 基 地 で 試 み ら れ、
深 度20mの ボ ー リ ン グ 孔 が 得 ら れ た 。 そ し て
こ の ボ ー リ ン グ 孔 の5m,19m,20mの 客 深 度 で 約
一 年 間 の 温 度 測 定 に 成 功 し た 。 さ ら に1981年
に は 海 氷 上 か ら 浅 海 で の 測 定 を 実 施 す る と と
も に 、 昭 和 基 地 で の 地 温 測 定 も 引 き 続 き 行 な
わ れ た 。1981年4月 か ら は1m,2m,4m,5m,7mの
5つ の 深 度 で の 連 続 観 測 を 実 施 し 、 今 日 に 至
っ て い る 。 測 定 は 分 解 能1/1000'Cの 水 晶 温 度
計 を 使 い 、 ほ ぼ 一 時 間 に 一 度 の デ ジ タ ル 出 力
を 得 て い る 。 記 録 は 周 波 数 で 得 ら れ る た め 温
度 へ の 変 換 は 実 験 室 内 で 行 な わ れ て い る 。
本 報 告 で は1981年4月 か ら1984年1月 ま で の
約 三 年 間 の デ ー タ に つ き 解 析 し た 結 果 に つ い
て 述 べ る 。 こ の 間 測 定 は ケ ー ブ ル 切 断 な ど に
よ る 短 期 間 の 欠 測 は あ る が 、1mの 測 点 を 除 き
ほ ぼ 順 調 に 経 過 し て い る,
浅 い 孔 で は あ る が 、 こ の よ う な 連 続 観 測 を
意 義 あ る も の に し て い る の は 、 南 極 と い う 自
然 環 境 で あ る 。 そ の 第 一 は 、 昭 和 基 地 で は ほ
と ん ど 堆 積 層 が 無 く 、 観 測 孔 も 岩 盤 に 直 接 掘
ら れ て い る 。 第 二 は 地 下 水 が 流 れ て い な い 。
第 三 は 日 射 の 無 い 時 期 が あ る 。 こ れ ら の 自 然
条 件 に よ り 、 地 温 に 与 え る ノ イ ズ 源 が 、 日 本
な ど と 比 較 し て 、 大 き く 除 か れ て い る こ と に
な る 。
解 析 は 、 ま ず 短 周 期 の 変 動 を 取 り 除 く た め
180日 の 移 動 平 均 に よ る ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー
を 用 い た 。 ま た 、 ス ペ ク ト ル 解 析 も 実 施 し 、
ど の よ う'な 周 期 の も の が 卓 越 し て い る か 調 べ
た 。 予 備 的 な 解 析 結 果 を 示 す と 、 温 度 変 化 の
位 相 の 遅 れ と 振 幅 の 減 衰 か ら 求 め ら れ た 熱 拡
散 率 は 、 そ れ ぞ れ0.031±0.007cm)'1s、0.036±
0.007cmユ/sと な っ た 。 現 在 、 同 時 に 得 ら れ た
ボ ー リ ン グ コ ア か ら 熱 伝 導 率 も 測 定 中 で あ る。
ま た,1981年?月1日 よ り1983年6月3e目 ま で の
二 年 間 の 名 深 さ に お け る 平 均 地 温 は 、7mで 一8.
009.C、5mで 一8.681.C、4mで 一8.〔〕60.C、2mで 一8.0
02'Cと な っ た 。 し か し 、 期 間 は 多 少 違 う も の
の 、1981年2月 か ら1983年1月 ま で の や は り 二
年 間 の 昭 和 基 地 の 平 均 気 温 は 一10.301'Cで あ
り 、 こ の 差 は 興 味 深 い 結 果 で あ る 。
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(・1・争'・1い.
R,南 極ftお げ5湖 辺
瞬 瞳 地 イ麺 魂 短 ゼ威 に ぽ,輯 支・三相三婆
納 左 ・,そ ・齢 －i徽 醜 い 範1礼 まa・v
つてtf∂.渡 鳥彪/云 セ`'1邑 え じt{,塩4ヒ 物
け ソ 濃度 ・時 ・い 一 弧t・'・ ・.・"・;〃
・,ラ,2・ ・7/2(・ ・ρε ・ 蟻 ・・22・ノ ヌ・・
で'3>多.
づ./・ ラ ィ!1・・v'一 ・叫 ・…di'メit)t7・ レ
se'・ κ 表 τ 娼 あ 郵 含 量4,盗 ・・紛!ノ ン
・ …g79/κ 多r鎮 ・ 鍛 …8・)1遮
弓3.
s、 南 極 ・K矛・e解 杵
島 勘 合 わ ・胡三役の塩 劣 起 ノ原 ・{・,潮(
地1永!s/(ψ 裡 勲 ・1くな ピ'97く 弓説 ウ、"提名tψ し
71'3eN・t,ぐkSe施 ・令 ・・Kつh7　fif　/4　Sart'e
参劔'㌧/s7/'/勾 乙・吻/書 き ム ・3Q.
今'ξ1.掲 メヂ猛 ヒ～絶対 伍 の角 メ『E才 ・ヲた あla
,如 廊 韓 紅 、・熱 い 醐'・ 恥 　」Ck
ヒ!ム 、 あ う ヂノ ンxの 湯 痩 。虜 知 り の備
サ ・8Xeら 鳩 吻 〃 ン ゼ 継 ・と 多3
」x。=es)ド 胤X、 。。。
(π).
こ ・ ・"8・ 詞 ㌧8チ.μiif・ 朝 〈 ・ls.
浪 ・吻 け … フ・ ・'い 罐'諸 ・ノ・ε畔
・ ・?」 ぐ乙E.2.`E・ ヲ 」,
δcc　 =　 (c乙 シ/cc,)-1
触 ・kゑ ε ♪((,`i「 〉〈 ・Y郁 ヶ 戸 ・'糠 ・
・総 劔 ラ'疏 髪 ヲ3、
今 プli　・sヲ'h・ ・Z'エ ア リ →,・…eF)1く ・
鳥神 ・ 碑 ナ差 ・3醐 ・t・ …aう ・
D.t》6凶 」"へ 帆
V.　 VA貰PA






























6r内 叶)B　 s叫 こ"　 1`Jq↓o　 Ut;tt・　md.6マ((ωdw
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⑤・・仏 ・i'・;・・乏F・ ・k〈rcsoil　 ・5・epmCtte　 Z・ ム ・
/ぐ、 μ偽 †Alvレ/く/'7・ ノ1冷〃 ノ んt'〃Krev4NA・7,"!R4-
8Af49,Yt,/Y.s4MVチ7:ASノ κo/
AMpa・.そ 、しReCCt-di　迂1δ 一・全('977ノ
ty畔 タ1雇 唐 纐1旬t・a3南aホ 享e栴 殉t-
、諦 抜 ・卸 方.南 祉 学 叫 埜!3ノ ー!17r'9ク7ノ.
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a沼綾 地Mai.,、 帰 する原 賦 献 纈 り械,、xす る7・レー ト
一>7ト ・7七 ずル
六 ヰ美神(4rt寒 夜 ・yP)・白石わ 行(甚1セ 刷
本す洋 一(lt大 ・理)・矢 内荘 三上極地済1
剤 ㈱ 磁 蕨,tshS>e65却 纈 今 鹸 ・左 縄 紛 バL和7・ ≧い と,
孚7齢 劇 五 て,繰/痢1罰1漬 し1駆 繍 再応 蝉 ・・病 温へ ・再 編 ・"
下 め 仁嘲 籟 熱 の周瓦,鴻 チフ 磯 ・♂る
秘 境 本 ～識 彦・jih>.
1、 ナe鴎 汰 　 >iKJよ 少 な くY6晦
sりbX≦ 、大 麦礒(輝 石グ・ラ》 ユラ ィ
1椙 ノ う硬 恥 ド用 と憂1ナ7い る.
ス 」蝿;こm-k体9大 ギ の部 小1a、
ナ ビつ 味 体9　 sSrうrif1;・・岩 石 が原 生 伏盗糾
(め の4套手前)fこ再変 賦 至れ 危 も9で ・あ る。
d、 やaい べ ・しジ株 体 バ 端 本 の最
大 の婦微 は、実収未(P糠 末額 ・尚 歯岩頚)
の511E場,tbN-9y,一Σ七z・asる.ILt2、 童 顔 年閉
り圧 酬 低 ・・ミ・x、 糎(鴻 一執(7・ ・
」 ?? ??????、?? ????? ??? ?? ? 、????→ 「?? ???ー??? ? 、 ? ?
ラ ニュライ ト調 去71な ビ)1噺 ζ、・ス書史Eb　 -Z璋 臨 ・'哀艶 周d≧1Σみ ナ こ鍛期 ン香合 代9)ク
…マ ・・3Sい ・こ、(宿 ・・Sr婦)∂ 重 字 砕 トン フクモ.デ1レ石構 築'す ≧ と今3層 めSうa
」£㍗ あ る。 な さ、
K7・xウ ・t・ ±r,tレ勝 味 づ こ・繍 三。最 下'7・e--A・ テ クA:一?スt・t　 "7　 7b・　,S　ixi
も襖 な嚇 ζは 、iし東 バ 軸 ・ 向 う マ(す ≧ め,沸 、f)qr。 、?」 とv>秘 繭 特 の
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拡 大すう南極 プヒ ト
神 語 克 くデ
(磁 極継 統1・{丁)
葡極 大陸 蛯 山 司辺 の老成 ゴ 罐 プ し
一 ト・ とヂ ゴ救 い3 .プ レ トテク トニフ
ス理き命が提 ・昌さ膿 め 尺初期 。頑(、?も 。ヰ代
後 ギ)、 ・麟 麺 フi」64kの フ'し一ト ゼお ・'}"
進 主1こ1た が ・・、rsプL-一 は ネ1論 イヒさ 起
い,た 。 し ・ヵ＼し 、i茸フズ壷 フ?し 一 ト め みI」,
㌃ デ ー9が 得 ら んZtXな い こt毛 あ ク,
ゴ も 、 最 ネ刀,・　a{tv,g　t　 ptkま 〉 め 弓礁 ビ あb.
ii.　 叉 炉 諺 加 あ3が 、 夫 薩 内 ピ1ま マ グ 二
十 ユ_ド タ以hの 地1蒐 の発 生l　 I〈　teesci8
な い9
ト ひ れ さ 時.勧 後 議 軸 ま峰 ヵぐ え.ゴ ン ドワ ナ 確 論 梨
ゴ ン ド ワ ナ 夫薩 の、分 裂 はJ'K　ha　ss　ic　i;辛4aずっ
。 南腫 大ア差は/ン ド、 貢すノ今 た レ考 え ら トZい5
理 五 一 又 ト う リア 又 ・乙も に、現 在 の ア フ リカ)セ 南
1.{享 フ極 プL－ トの崎イ砦虻
南勧 ゜レ い 滅 の二 つ詳 綿 文砕 稲 、
へ あ
池 起 こ唯 一 乙も い 訂 平 田 た フσい トビ
あ う。
i・　 Tliseth'qn～ 十〇Ym手a・ ・Jttで'圃 まい
そめ境 帰'・s・ ・ムぬ 砿 ・れb・ 煙 力ぐな"・ プ
・一 ト肉1塒 筋3んf.e・ ・c.4{aあ ㌘ 轡 島
らro　 l、。
iit　 マ ン ト ル に 妻寸tZiitム/ビ 蜜ヵ い こt・ な
ミ へ 　
南 極 プ い トの 、手心 璋 南極 だ 養が 位 置5め 境 距'固 鉢 た 地 或 鵬 這 と
5。 イセ乙め天産 －m・ラ玖 五1て い 」商 才垂大陸}こ ほ は 、5フ 〃05麦th2　 ヒな3
ジ定めよ 〒〉な学奇4敦ヵくあ ∂ 。
i.7・ty・ 娩 励 厚 さ の 永2il'・b・the・z酌 秘 プ し一)一・I」42・ お ・・6緬 之、 か 碗 多・・
い 詞 ・の 穴薩 ど あ3。 拡 却 た こ 乙 に な ・ぷEめ 拡 大 行 雲1恰 ・ま、
ア ゾ リ カ 末 法 ヵ・ら、 す ズ分 裂 を投 め1ミ 。 そl
ZξOCR/1e　 に ば 歯牙重文権 力、らズ ー ス ト う リ ア
が離 れ器 め.南 ズ垂プ レー トが形 式 さPtZい っ
た 。
翻 猷 薩 ノaび咤 の 天産 棚 が 、 カ'。 てIXゴ ン
ドワ ナK薩 ちei7S5〈1て パ たz仮 是TJ～ ば 、 そ
の1顧 鉦 ・9・kgx/06k・ ・,≧でhb。
近 写as芸 園・査 か ら.南 極 プ し 一 ト肉 ご't、 和
め 先端 付立 に9∫ μムぬ 乙力'・Aフ ・ne　の
存在 が 和 豪Ptて い;。 しか し、 このS・b--
dα論 ん ・ナナt3U瞬r・ ・id∂び 締 、か

































24～32x・・4鯨 ル 〆 競 禰 極フρレ ト 蛉 〈吐 硫 顧 司の㌧斥 お 誠
、 悔 悟 毛 デ'IV　・c-i　z、 マ ン トtvt,k)c,)/7」 →桝 九lg、　 宇 均 的 ・こ1過 去1暦年 ・又上 に わ た り
/沙o万 年 に っ き 、 日 本 め 本 州 ど ノ乙川.1た ぼ が 角Z弓 ↓v多 。 従 蒙hリ ソ ス フ エ ア ー ア セ.ノ
本 州 と 北 海 道 を ノ合 せr-一 ほ ピ あ 面 積 ヵ＼ 暗 えメ見1フ ェ アz"め 封 嘉 し弓 の 下t:、 も う ひtっ のK
ヘ へ あ へ
け2いk二zに な3。 きな対 ラ乱ち差 乞}。 こ のマfi－夕乱 にの っZ、 りソ
ス フtア ー アeノ ス、フ ェ ア め エハtっ のセ ッ ト
3・ 擁 プ し 一－Fat・K・ ・〉矛 歯 が4勘 丁3吋 ト ば プ レ ト境 別 海 ヵの
プ ・斗 の拡 知 ・;輕 ガ プ レ ト 融 鶴 醐 の 帆 っ 舳 な ふ
さ 嶋 こt・ ・ら北 龍.地 毛1・週 わ 嚇 斎 庭
纐 城 ほ プ レ ト広 神'鵯 砒拗 ・力厩
s… 漣 ・、マ ン トル 内 へ ・消 え ・ 一 く.L
カ'し ・南腫 フσレDこ 劇}Z・ ・il.Eの 透 塀1こ
3μ 励 ・・チ/・・e3・ ・eは 儲}な い ・ 励 耐 一
)・n3娘 が纐 ぼ いか らL,1・ ・.ひ
に・い プ レ い 司 主 が病 妻 、て形 内さ 婦 ヒ
マ ラ♪て⊥、脹 の よ う な 天造Jへ 搾 ・し見あ た ら有 い。
南 油 尺陸 の ・桿 広 南酬 麹 由 ・恒 ・靹'局
萩 延 五 が3鋤kMも め)ζ 胡 勧 ぐ郁 圷5が 、
ヲ見方3こ の デ㌧9z"tgt、　 Eの 延 長tm毒 洋 式
に ぽ フ9レ い 自働 衝 貼 詞 」・う扉 搬
igrzら トな い 。
Lた が っz、 衡オ垂 フ'eレー トの境 界 は す べe
農㌶ 緻 躍 、1ζ∴ よ,Vl;
封 ぷr・S'L・ 南極 プ レ トが ・i虹 や
ト躰 ・十・・吋 躯 魅 力躇 易 し才 広知 てい 狂
T　OP・;"　i　この矛 信 σ生 暗 い.
　 へ
∠ト プ レ ー ト境)うLa才 多重ヵ
、
プ レ ト ・吃 早が ・セ・極 絶 対 座標1・ 齎 し.
勃.て い3巧 い デゴ ・ジ'ちi・　xbaよ 沁 疑
)司ヵ浬 じ よ う 。
rプ ・ 一 ト 麟 ・　kggizp　z"　,;　yMa・ だirが
<髪ヵ く のda＼・s・んbtfレ{cナ∫o汽
,」30n9>ミ フ †γ・qン、s－'チ
。,吋 姐 ノ抗 敵 め か ・
ii　 プ い ト 境 恥 移 動 メ カ ニ ズ'ム 時
へ
に境 場 輝 加 ・Xエ ネ1・ ギ ー ・調 力'・
し あ
iii　プ・一卜境界内湾 勤 口 い5耀 鶏 証
セ1ぽ ビ うTJ～1ゴ 傅 ら4～ う ヵ＼。
45
第5回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム プ ロ シ ー デ イ ン グ ス
例 年 の 通 り 本 シ ン ポ ジ ウ ム に 発 表 さ れ た 成 果 に つ い て 、 英 文
プ ロ シ ー デ イ ン グ ス をMemoirs　 of　 Nationa1　 1nstitute　 of　 Polar
Research,Special　Issue　 と し て 刊 行 す る 予 定 で す 。
論 文 締 切 り は 昭 和60年3月/日 と 致 し ま す 。 御 投 稿 を 御 願
い 致 し ま す 。 御 投 稿 予 定 の 方 は 下 記 の 用 紙 に 御 記 入 の 上 昭 和
59年/2月25日 ま で に 御 申 込 み 下 さ れ ば 幸 い で す 。
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